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高冷地における夏どりブロッコリーの品種と作型

岩館信三・中村正紆・中村　毅…・工藤啓治郎＊
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1は　し　が　き

岩手県におけるブロッコリーの栽培は春秋どり収穫が多

く，地場市場向けの限られた作型である0近年真空予冷庫

の設置に伴い．不可能とされていた京浜市場への夏季出荷

が可能となってきたことから．高冷地帯におけろ7～9月

出荷をねらいとして品種と播種期及び高価格が期待できる

L級（出荷規格）生産法として栽植距鰍こついて検討した

ので．その結果を報告する。

2　試　験　方　法

（1）品種と播種期（昭和55～57年）

①　供試品種　早生緑・まりも85・緑山・緑洋・東京

みどり（57年）

⑧　播種期　4月10日・4月2柑・5月10日……（ハ

ゥス無加温育苗）5月26日・6月10日…・…（蛋地育苗）

※　畦幅70甜×株間40爪に栽椿。

（2）栽植距離と播種期（56年～57年）

①　栽植距離（畦幅×株間株／8）70×40（357）

70×30（476）60×30（556）60×25（667）

②　播種期　5月4日・6月10日（供試品種申生得）

（3）耕梯概要（施肥尋：ゆ／1恥）

基肥　N－15．6　P205－24．8　晦0－25・2
追肥　N－9．6　P205－2．4　K20－9・6

3　試　験　結　果

（1）品種と播種期

昭和56年に22品種について比較検討した結果・早生緑●

まりも85・緑洋・緑山が有望であった056年に前年有望で

ぁった4品阻57年には更に東京みどりを加えた5品阻

5播種期で検討した結果・①品種特性として早晩性は早生

緑より．まりも85が3～4日おそく・緑山・緑洋・東京み

どりが7日程度おそい○側枝の発生の強い品種は・緑山・

東京みどり，次いで緑洋で早生緑・まりも85は弱かった。

花督色は，まりも85・東京みどりは濃緑・早生緑・緑洋が

緑，塚山が淡緑であり●花蕾の疎密程度は緑山・緑洋が密

蓑 1 花 蕾 品 質 ．収 穫 期 と収 量 （57 年 ）

項　 目　 花　 蕾　 収 穫　 期
花 雷 径 （甜 ）

腐 敗 率
不 着 曹

発 生 率

1 0 8 当 た り

収　 壇 早 生 繹

た　 て よ こ

7 ．7

播 撞 斯　 品 種 品　 質 （ 月 ・ 日 ） （％）

0

（％） （匂 ）

57 7

77 5

対 比

1 00

13 4 ．4

4 月 10 日

早　 生　 緑 良 6 ．24 ′〉 6 ．29 8 ．1 0

ま　 り　 も　 85 不　 良 6 ．29 ′〉 7 ． 9 9 ．3 8 ．9 0 0

緑　　　 山 や や 艮 6 ．2 9 ～ 7， 9 10 ．0 9 ．5 0 0 9 8 2 1 7 0 ．2

緑　 洋

東 京 み ど り

艮

や や 良

6 ．29 ～ 7 ． 9

7 ． 5 ′〉 7． 9

9 ．9

1 1 ．5

9 ．5

11 ．4

0

0

0

0

1．0 0 5

1 17 0

6 1 9

9 8 1

17 4 ．2

2 0 2 ．8

0

4 月 2 5 日

早　 生　 緑 良 7 ． 9 ′〉 7 ．2 3 8 ．4 8 ．3 0 0

0

10

15 8 ．5ま　 り　 も 85 良 7 ．1 4 ′〉 7 ．2 7 1 1．2 1 1．1 0

緑　　　 山 や や 良 7 ．1 6 ～ 7．2 7 1 1．3 1 1．2 0 0 9 7 4 1 57 ．4

緑　 洋

東 京 み ど り

良 7 ．1 2 ・〉 7 ．27 1 1 ．1 1 1．4 0 0 1．0 7 9 174 ．3

や や 良 7 ．19 ′、ノ7 ．2 7 1 2 ．1 12 ．1 0

2．5

0

0

5 ．0

0

1，0 90 1 7 6 ．1

10 0

5 月 10 日

早　 生　 緑 艮 7 ．　 ′〉 8 ． 2 10 ．2 10 ．4 7 3 8

1，0 5 4

1 4 2．8
ま　 り　 も 8 5 良 7 ．2 9 ′〉 8 ． 4 1 1．0 10 ．8

樺 山

緑 洋

東 京 み ど り

早 生 緑

や や 良 8 ． 2 ′〉 8 ． 6 1 2．9 12 ．9 0 0 1，1 4 4 1 5 5 ．0

良

や や 良

不 良

8　 2 ～ 8 ． 6 13 ．9 13 ．7 0 0 1，1 10 15 0 ．4

8 ． 2 ～ 8 ． 6

8 ． 6 ′〉 8 ． 9

1 3 ．3

10 ．3

12 9 5 0 0 1 ．0 6 2 1 4 3 ，9

5 月 2 5 日

9 ．3 40 ．0 7 ．5

2 ．5

3 4 9

6 4 8

10 0

18 5 ．6
ま　 り　 も 8 5 や や 良 8 ． 6 ′〉 8 ．1 1 10 ．2 8 ．4 1 0 ．3

綜　　　 山 や や 良 8 ． 9 ′〉 8 ．1 3 10 ．6 1 0 ．6 0 0 鋸 4 2 4 7．6

緑　　　 洋 艮

不 良

や や 良

8 ． 9 ～ 8 ．2 1

8 ． 6 ～ さ．1 0

8 ．1 3 ′〉 8 ．3 0

9 ．4 9 ．3 2 ．5 7 ．5 7 8 6 2 2 5．2

8 6 8 5 27 5 0 5 5 0 6

6 月 10 日

東 京 み と

早 生 緑

7．鼠 8 ．4 25 ．0 5 ．0 48 7

63 1

10 0

77 ．2
ま　 り　 も 8 5 良 8 ．1 7 ′〉 8 ．30 8 ．8 8 ．8 1 0 ．0 2 ．5

緑　　　 山 や や 良 ＄．2 1 ′〉 8 ．26 8 ．8 8 ．9 0 5 ．0 7 2 7 1 4 9 ．3

緑　　　 洋 良 8 ．2 1 ～ 8 ．26 9 ．7 9 ．6 5 ．0 5 ．0 97 5 20 0 ．2

東 京 み ど り や や 良 8 ．19 ′－ 8 ．2 6 8 ．8 9 ．2 17 ．5 12 ．5　　　 5 1 4　 10 5 ．5
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で他の品種は中程度である。花雷の大きさは・緑山・緑洋

・東京みどりが大きく，早生綜・まりも85は中程度であっ

た。革勢，花暦品質から総合評価すると，まりも85は良・早

生緑・緑洋が普通，緑山・東京みどりが劣った。障害株の

発生は，播種期によって異なろが，早生掛は，高温時に収

穫すろ作型（5月10日以降の播種）で黒腐病・べと病が多

発する。花蕾のしまりも高温で（平均気温22℃以上）不良

となる。まりも85は収穫時の低温遭遇で（最低気温15℃以

下）花雷が黒紫色に変色すろ傾向が強い。東京みどりは各

播種期ともリーヒーの発生がみられた。②腐敗株（軟閣病）

の発生は，5月10日播種で早生緑が2．5％，東京みどりが

5％，5月25日播種で早生綜40％，東京みどり27．5％・ま

りも8510．3％，6月10日播種の高温期に収穫する作型で多

発し（緑山を除く），特に早生緑に発生が多かった。⑧末

表2　作型別適品種

着否株の発生は5月10日以降の播種期で早生緑5～7．5％・

緑洋が5月25日以降の播種靭5～7．5％，東京みどらが6

月10日播種で12．5％と最も多かった。◎花蕾重は・緑洋・

樺山・東京みどりは各播種期とも重く．早生緑・まりも85

は軽かった。この憤向は108当たり収量でも同一であった。

（5月25］・6月10日の東京みどりを除く）。⑤収穫期の幅

は品種によろ差は小さく播種期によって明らかに大となる。

4月10日・4月25日で約10～13日，5月10日・5月25日播

種が4～5日で全株収穫できた。

以上の結果，花雷の品質・収量性から，播種期別の有望

品掛よ，4月10日播種で早生緑・緑洋，4月25日・5月10

日・5月25日・6別0日播種で各々，まりも85・緑洋が有

望であり．これらの結果から表2に示す作型別適品種が得

られた。

虫 ∴

＋

は　　 種　　 期 育　 苗　 法 収　　 穫　　 期 品　 種　 名

4 月 上 中 旬 無 加 温 ハ ウ ス
6 月 下 旬 早　 生　 緑

7 月 上 旬 緑　　　 洋

（診 4 月 下旬 ～ 5 月上 旬 無 加温 ハ ウ ス 7 月 中旬 ～ 7 月 下 旬 ま り も85 ．緑 洋

や 5 月 中旬 ～ 6 月 中旬 冷　　　　 床 7 月 下旬 ～ 9 月上 旬 ま りも85． 緑 洋

（2）栽植距離と播種期

56年・57年とも畦幅・株間の広い粗植ほど大きい花雷が

できる傾向がみられ，いずれの播種期でも70×40伽が展も

大きい花蕾が得られた。次いで60×30（瀾・70×30cmで－60

×25功が最も小さかった。L級（花督径9×30m）の最も

多かった区は60×30（職で　標準の70×仙職対比では5月4

表3　花菅径による規格別収量（57年）

日播種で279．3％，6月10日播種で128．8％と多収を示し

た。不着雷株，腐敗株の発生は6月10日播種の高温時の収

穫の作型で多く，しかも密植ほど多い傾向がみられた○

以上の結果から中心規格のL級生産の栽値距離は畦幅60

〝×株間刀川（108当たり5556株）が適していることが知

られた。

・噂 区 芸 ，日　7 0 X 4 0
車　 重 花 蕾 重

花 否 ■ 径

（用 ）
不 着 蕾

株 率
甲 敗 寧

1 0 8 当 た り 収 穫 個 数

ナこ　 て よ　 こ
L I． L 此 S

計
7 0 × 4 0

（ダ ）

5 8 0 ．0

（ダ ）

2 3 9 ．0

（％ ） （％ ） 13 C椚 以 上 9 － 1 3 7 － 9 5 － 7 上 級 対 比

1 1 ．3 1 1 ．2 0 0 1 ，0 6 7 1 ．6 6 0 8 4 3

2 7 4

3 ，5 7 0 1 0 0

5

月
7 0 × 3 0 4 6 9 ．0 2 0 2 ．7 1 0 ．8 1 仇 3 0 0 4 7 6 3 ，8 0 8 4 7 6 4 ，7 6 0 2 2 9 ．4

4 6 0 × 3 0 4 7 7 ．6 2 0 6 ．5 1 0 ．0 9 ．9 0 0 4 ，6 3 7 9 2 3 5 ，5 6 0 2 7 9 ．3

日 6 0 × 2 5 4 4 7 ，1 1 9 0 ．9 9 ．6 9 ．8 0 0 3 ，4 8 2 3 ，1 8 8

1 ．14 2

6 ．6 7 0

2 ，7 4 5

2 0 9 ．8

1 0 0

6

月

7 0 × 4 0 7 6 2 ．0 2 0 2 ．4 8 ．7 9 ．0 3 ．8 1 9 ．3 1 ．3 2 9

7 0 × 3 0 6 1 8 ．7 1 7 7 ．4 8 ．8 8 ．5 1 0 ．0 2 0 ．0 1 ，4 2 9 9 5 3 9 5 0 3 ，3 3 2 1 0 7 ．5

1 0 6 0 × 3 0 5 7 2 ．5 l t汀 ．7 7 ．7 8 ．3 7 ．5 2 2 ．5 1 ，6 8 5 1 ，5 9 9 6 0 8 3 ，8 9 2 1 2 6 ．8

日 6 0 × 2 5 5 3 2 ．1 1 3 8 ．0 7 ．8 籍．1 2 5 ．0 1 7 ．5 9 5 8 1 ．1 1 6 1 ，7 6 4 3 ，8 3 5　　 7 2 ．1

4　ま　　と　　め

ブロッコリーの品種を多数供試して優良と思われる品種を

数種選定し播種朋を変えて検討した結果，市場性を考慮し

花蕾品質・草勢・障害株の発生などから，初夏の比較的低

温期に収穫する作型では早生禄・緑洋．夏の高温期収穫す

る作型ではまりも85・緑洋が適品種である。また出荷の好

適規格であるL級（花蕾径9～13憫）を多く生産する栽植

距離は畦幅60〝×株間30（間のやや密櫨とした万がよく．夏

どりをねらいとする各作型でも適応が可能と考えられる。




